
〇四国支場

！全木集材試験地の設定

昭和4 3年,庭川常林署の国存怵に全木集材試験地を設定した。

試靜区は,枝条徐去炫と枝条放價区とし立孙条件ごとに設定した。

2.調査

譯杏の方法にしても規々問馬はあるが,土壤の流亡量の測定は,調査点A—！)問を1051 

巾の帯状と考え,これの中心上に鉄羅を張り地表而までの高さを測だし,ーヶ年後商び同一 

の位・形を!&定して,士世の暗亡如:を比較しょうとして調査をおこなった。結果については目 

下検討中であるe

4.昭和イ 5年度の試験計画

。本 埸

ライシメーターの源作,および林地への設95

持出し枝葉抵の測定,枝葉中の巻"析

土壇物理•化学性の調杳

枝葉持出し前の士境を諷賽する〇

着水分の流亡踽査

地表水•亜力水流亡貧,およびそれにより流亡する啓分娘を調査する。

〇北海狙支場

昨年度渺定した弑龄林で土壇の理化学性の変化を調査する。

〇 四国支場

1.洪験灿内の造林木の成長量濟杏および,前年同標土型の淀亡景の劉杏をおこなう。
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12.カラマツ幼令林にむける牧草導入

!試験担当者

経営都営農林牧野研究室長 井上楊一郎ほか

2•試験目的

未だ樹冠の疎開の大きい幼令造林地に人工草地を造成し,牧草類の長期多収を図るべく栖栽棵 

式を斐形し,刈取作業の難易および林木の生長におよぼす影響を知ろうとする。

3. 昭和4 4年度の経過とえられた結果

人工草扯については,利用4年目の収・址を6月,8月,10月の3回,自然京地については8 

月に1回測定し,また极度と草丈の渊定も行なった。牧草の収策は方形区が！Mあたり!7 t 

であったが,他の群状や列状区では21〜2 7 tを示した。カラマツの的«は引続き自然草址が 

高く,昨年度は5 〇皿の茬がみられたが,自然恭地においてはノネズミによる核害が15イにお 

よんだが,人工草她では1%に逐しなかった〇

4. 昭和4 5年度の試験計画

本年は扱終年にあたるので,草址施肥・段を滅らして,今後3〜5年間隔の定JV的な林木洲査に 

備える。本年も牧草類は3回にわたって収瓷を測定し,また牧基収機の終年のカラマツ生長状 

況を測定する。
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